
６
月
22
日
（
木
）
、
日
立
製
作
所
第
１
４

７
回
株
主
総
会
が
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
イ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
株
主
総
会
の
会
場

前
で
は
、
日
立
懇
と
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

の
宣
伝
行
動
が
行
わ
れ
、
「
株
主
向
け
ビ
ラ
」

を
多
く
の
株
主
が
受
け
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。

会
社
発
表
で
は
、
株
主
総
会
の
来
場
株
主

数
は
１
４
３
４
名
で
、
質
問
株
主
数
は
延
べ

14
名
と
し
て
い
ま
す
が
、
株
主
質
問
で
は
、

議
長
（
東
原
敏
昭
社
長
）
が
、
質
問
開
始
か

ら
１
時
間
も
た
た
ず
に
、
挙
手
を
続
け
て
い

る
株
主
を
無
視
し
、
一
方
的
に
質
問
を
打
ち

切
り
ま
し
た
。
株
主
総
会
開
始
か
ら
１
時
間

30
分
、
時
刻
は
11
時
30
分
で
、
株
主
質
問
を

受
け
る
時
間
的
余
裕
は
十
分
に
あ
り
ま
し
た
。

「
全
員
に
質
問
さ
せ
よ
！
」
と
い
う
株
主

た
ち
の
抗
議
の
声
も
無
視
し
た
ま
ま
、
株
主

質
問
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
株
主
総
会
に
向
け
て
、
株
主
４
名

に
よ
る
事
前
の
質
問
状
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
株
主
総
会
で
は
、
何
も
回
答
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
『
会
社
法
第
３
１
４
条
』
の

「
取
締
役
は
、
株
主
総
会
に
お
い
て
、
株
主

か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
必
要

な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
ま
っ

た
く
無
視
し
た
、
異
常
な
株
主
総
会
の
運
営

で
す
。

東
芝
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
沖
電
気
、
三
菱
電
機
な

ど
、
電
機
他
社
の
株
主
総
会
で
は
事
前
質
問

状
へ
の
回
答
が
あ
り
、
株
主
の
質
問
に
も
き

ち
ん
と
対
応
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

日
立
は
『
日
立
グ
ル
ー
プ
人
権
方
針
』
を

公
表
し
、
「
企
業
活
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献

を
し
て
い
く
な
か
で
、
人
権
尊
重
の
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
容
は
グ
ロ
ー
バ
に
活
動
す
る
企
業
に

ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
株
主
総
会
で
の
株
主
の
権
利
を

無
視
し
た
暴
挙
は
、
「
人
権
方
針
」
が
ま
っ

た
く
機
能
し
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
日
立
は
、
社
員
に
『
落
穂
精
神
』

＝
日
立
の
モ
ノ
づ
く
り
の
理
念
で
、
「
外
に
向

か
っ
て
空
理
空
論
を
吐
い
て
は
い
な
い
か
」
と

徹
底
教
育
し
て
い
ま
す
が
、
会
社
自
ら
が
宣
言

し
て
い
る
『
人
権
方
針
』
が
空
理
空
論
で
有
名

無
実
で
あ
る
こ
と
を
現
し
て
い
ま
す
。

会
社
に
都
合
の
悪
い
質
問
は
黙
殺
し
、
質
問

状
に
も
答
え
な
い
と
い
う
法
律
を
無
視
し
た
日

立
の
経
営
姿
勢
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
ど
こ
ろ

か
戦
前
の
前
近
代
的
な
経
営
体
質
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

日
立
の
経
営
が
高
業
績
を
続
け
て
い
る
一
方

で
、
職
場
で
は
労
働
者
犠
牲
の
リ
ス
ト
ラ
策
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
場
で
は
、
人
格
を
傷

つ
け
ら
れ
、
人
権
を
阻
害
さ
れ
、
退
職
強
要
、

解
雇
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
権
利
侵
害
や
人
権
侵

害
が
起
き
て
い
ま
す
。

経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
株
主
総
会
で
の
暴
挙
は
、

職
場
で
の
人
権
侵
害
と
一
体
の
も
の
で
す
。

企
業
と
株
主
は
目
先
の
利
益
追
求
で
な
く
、

株
主
は
人
権
侵
害
を
含
む
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
の
防
止
・
是
正
の
観
点
で
企
業
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
必
要
な
苦
言
を
呈
す
る
、
企
業
は
そ
れ

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
対
応
し
て
い
く
、
両
者

に
健
全
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

日
立
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、

利
益
第
一
の
人
権
無
視
の

「
リ
ス
ト
ラ
経
営
」
か
ら
、

従
業
員
や
地
域
を
大
切
に
し

て
、
持
続
的
成
長
を
図
る
経

営
に
転
換
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
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経
営
体
質
と
人
権
侵
害
は
一
体

「落穂精神」（抜粋）
◇「正直」「臭いものに蓋をするな」

◇「よい製品すぐれた技術を生み出すにはよい人格」

◇「外に向かって空理空論を吐いていないか」

（注：言ってることとやっていることが違う）

人
権
尊
重
の
経
営
に
転
換
を

電
機
他
社
は
き
ち
ん
と
対
応

株主質問を ／質問状にも
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